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ギビングキャンペーンの結果報告
本学では、令和7年10月10日～19日にかけて「ギビングキャンペーン」を開催しました。「ギビング
キャンペーン」とは、学生団体（サークル等）が卒業生や地域の皆さまに対して自団体への応援投
票や寄附を呼びかけるオンラインチャリティーイベントです。今年は、本学の学生サークル50団体
が参加し、11,872名もの方から応援投票をいただくとともに、多くの方からご寄附を賜りました。
いただいたご寄附は、各学生サークルの活動に役立てるため、大切に活用してまいります。ご賛同
いただいた皆さまに、心より御礼申し上げます。なお、使途Bでは、こうした学生団体への支援を含
め、学生の教育・研究活動を幅広く支援しています。

▼ 陸 上 競 技 部

▼ アメリカンフットボール部WARRIORS

▼ 地域医療研究会

皆様、本当にありがとうございました！2年連続
の2位から悲願の1位を勝ち取ることができまし
た！！今回いただいたご寄附は、練習用具の購入
に充てさせていただきます。さらに、私たちが主
催している「島大カーニバル」（学内記録会兼、
一般の方も参加可能な記録会）の開催規模を拡大
し、より多くの方に参加し、楽しんでもらえる大
会に進化させていきます。これからも、地域に根
ざしたチームを目指し、地域を元気にできるよう
部員一同全力で挑み続けます。引き続き、温かい
応援をよろしくお願いいたします！！

多くのご支援をいただき誠にありがとうござ
いました。いただいたご寄附は、遠征費や練
習道具の費用として使わせていただきます。
いつも応援してくださる皆様のおかげで、私
たちの日々の活動が成り立っています。人数
が少なく思うような練習ができない中ですが、
今度とも応援の程よろしくお願いします。

皆様のおかげで、前年度よりも順位を大幅に伸ば
すことができました。これからも島根・山陰の鉄
道を盛り上げるために活動してまいります。ご声
援のほどよろしくお願いします。そして島根・山
陰に来られる際には、鉄道を利用してください！

▼ 島根大学鐵道研究会

皆様のご支援により、島根大学内で第2位と
いう結果を得ることができました。心より感
謝申し上げます。いただいたご寄附は、地域
での課外活動に活用いたします。今後も地域
と積極的に関わり、学びを還元できるよう努
めてまいります。今後とも、よろしくお願い
いたします。
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ホームカミングデー２０２５開催のご報告

【第11回島大会員のつどい開催案内】
令和8年2月8日(日)に島大会員の
つどいを開催します。
詳しくは、開催チラシをご覧いた
だくか、支援基金HPをご覧くださ
い。
【島大会員への入会方法】
島根大学支援基金へ一定額(5,000円)以上ご寄附
いただいたことのある方はどなたでもご加入いた
だけます。（永年会員・会費無料）ご寄附の際に、
支援基金寄附書等の島大会員入会希望欄にチェッ
クし、加入申込みを行ってください。

支援を受けた学生からの感謝の声
使途E「学生、不安定な雇用状態にある研究者の研究活動に対する支援」では、本学の大学院に在
籍する学生のうち一定の条件を満たす学生を対象に、研究成果の発表等を目的として、学会等へ参
加する際、その旅費等の一部を支援する奨学金を支給しています。今回は、2025年度に奨学金を受
給し、学会発表を行った学生の報告をご紹介します。

令和7年10月12日(日)にホームカミングデーを開催し、「第10回島大会員のつどい」を同時開
催しました。当日は91名の皆さまにご参加いただき、第一部では、学長から支援事業の報告
等があり、その後2名の学生が発表を行いました。第二部では法文学部の宮澤文雄准教授から
「『怪談』の裏側を読む -小泉八雲の創作背景-」と題して講演を行いました。

～ホームカミングデーで集まったリサイク
ル募金寄附金額の報告～

「島根大学リサイクル募金」は、読み終え
た本やDVDをご提供いただき、その査定換
金額を大学へ寄附する仕組みです。ホーム
カミングデーでは、皆さまのご協力により
245冊の本が集まり、査定の結果、3,231円
の寄附額となりました。この寄附金は、島
根大学の教育・研究活動の充実に役立てら
れます。

自然科学研究科 三宅葉月さん

この度、島根大学支援基金からのご支援を賜り、第49回有機
電子移動化学討論会に参加しました。本討論会では電子移動
反応に関する最先端の研究が活発に議論され、全国の研究者
と交流することで多くの刺激を受けました。その中で私は、
口頭発表において最優秀講演賞を受賞し、自身の研究の意義
や面白さを伝えられたことを大変光栄に思っております。私
は持続可能な社会の実現に貢献する反応開発を目指して日々
実験に取り組んでおり、その成果を発表できる機会は大変貴
重です。今回得られた知見は、今後の研究をさらに発展させ
るうえで大きな糧となりました。貴重な機会をいただいたこ
とに、心より感謝申し上げます。

本学の学生団体「里
山焼かんかね？」の
代表岡田さんが、
サークル活動の説明
と、焼畑を通した持
続可能な農業の実践
についての発表を行
いました。

使途 B「グローバル
チャレンジ奨学金」を
活用して海外留学を経
験した後藤さんが、
ポーランドでの様々な
経験と、学びや気づき
について報告しました。

教育学部4年 後藤 千聖さん
〈里山焼かんかね？〉代表
生物資源科学部3年 岡田 愛世さん

支援基金HP
はこちら↓

リサイクル募金の
詳細はこちら→
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